
経済港湾委員会 所管事務調査

令和７年１０月１６日
北九州市公営競技局

ボートレース若松におけるパーク化及び地域貢献の取組について
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１ ボートレース若松のパーク化の状況

ボートレースパーク化

ボートレース業界では、中央団体が地域に開かれたレース場とするため、子どもたちが遊べる
施設や広場等を整備する「ボートレースパーク化」を推進している。
ボートレース若松においても、東スタンド棟前の駐車場（約１１，０００㎡）を活用し、来場の

きっかけやイメージアップを図るための地域貢献エリアを整備している。

◆整備内容 ◆事業費（概算）
総事業費 １８．６億円

（うちボートレース振興会助成金２．９億円）

◆事業スケジュール
令和４～５年度 基本設計、実施設計
令和６～７年度 工事
令和７年度末 完成予定

種別 面積
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（グルーン）

芝生広場 ９，９３８㎡
１０，８７５㎡

ｺﾐｭﾆﾃｨｽﾍﾟｰｽ棟 ９３７㎡

Ｍｏｏｏｖｉ
（モーヴィ）

屋外 １，２０４㎡
１，９９２㎡

屋内 ７８８㎡

合計 １２，８６７㎡
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◆整備エリア
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■ 地域貢献エリア完成イメージ

１ ボートレース若松のパーク化の状況

ボートレース若松（東スタンド）
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１ ボートレース若松のパーク化の状況

遊具エリア

若松らしい風景の中に
ティーンの居場所となる
健全なからだ遊びの場

自然体験エリア

自然の中の遊び場に
親子で遊びを創り出す
外遊びのチャレンジをサポートする場

フィットネスエリア

青空の下で
ジムよりもラフに、カジュアルに
心身の健康づくりの場

コミュニティスペース棟

休憩や飲食ス
ペースを備えた
施設

■ Ｇｒüüｎ（グルーン）
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１ ボートレース若松のパーク化の状況

屋外

屋内

Ｇｒüüｎエリア

■ Mooovi（モーヴィ）
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■ 全国及びボートレース若松・ボートレース大村の売上額の推移

※ボートレース若松の売上には中間市行橋市競艇組合の売上を含む

２ 売上増加の取組について
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■ ミッドナイトレースの開催

ナイターレースは２１時までに終了することになっているが、ミッドナイトレースは、無観客により２３時まで

開催できる。若松、大村、下関の３場が実施しており、１日に開催できるのは１場のみである。

若松 大村 下関

開催日数 ２７日 ４８日 ４０日

最終締切時刻

２１時４０分

１２月～

２１時５４分

２２時４１分

優勝戦のみ

２２時４５分

２１時４５分

１月～

２２時１８分

【令和６年度の開催状況】

※ボートレース若松では、令和７年１０月３１日の開催から、最終締切時刻を２２時１８分に延長する予定。 6



BR若松 ネット投票 現状と課題

ネット投票利用者 年齢別

地域別 課題：全国との利用者比較

（出典：２０２４年度ネット投票事業報告（BOATRACE振興会））

若松の利用者数は94万人

（全国の利用者数の69％）

男性の利用者が90％

関東地区・近畿地区の利用者が５０％

20代～40代の利用者が６８％

２０代及び関東地区の利用者確保が課題

若松利用者
多

若松利用者
少

若松利用者
特に少ない

九州地区
（30代～50代）
近畿地区（40代）

近畿地区（20代）
関東地区（３０代）
中部地区（２０代）

関東地区（２０代）

２ 売上増加の取組について

■ ボートレース若松 ネット投票の現状と課題
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売上 現在の施策 これから重視すること

・場内イベント
・かっぱくんカード会員への
優待

・若松公式ホームページ
・ネット投票キャンペーン
・YouTube

・広域発売依頼

ネット投票 84％
（1,229億円）

・入場者数増加及び新規顧客の獲得へ
つながるイベントの実施

・ネット投票の売上に寄与するネット投票
キャンペーンの実施
・ネット投票購買へ繋がる広報、情報提供

・発売依頼だけでなく、他レース場及び
ボートレースチケットショップが若松の
発売日数を増やすような施策の実施

２ 売上増加の取組について

令和6年度売上 1,465億円

■ ボートレース若松 発売戦略

場外売上 １４%
（204億円）

本場売上 ２%
（32億円）

※本場売上…レースが実際に行われているレース場における売上
※場外売上…本場以外の他のレース場やボートレースチケットショップ（場外発売場）における売上 8



３ 地域貢献について

１ 一般会計への繰り出し

ボートレース事業の収益金から
一般会計へ繰り出し、市民生活の
充実・利便性の向上等に寄与する。

２ 地域貢献事業の開催

ボートレース事業が地域・社会貢献
につながる事業であることを積極的
に発信し、イメージアップを図ると
ともに、地域の方に親しまれるイベ
ント等を開催する。

レース目的以外でも、子どもから
大人まで誰もが気軽に来場し、
楽しめるレース場づくりを進める。

3 親しまれるレース場づくり

若戸大橋・若戸トンネルの無料化 学校トイレ洋式化・エアコン設置

子ども食堂「くれかきっちん」 ボートレース若松感謝祭

ボートレースパーク化

昭和３８年度～令和６年度までに
１,３３５億円を一般会計に繰り出し

クレカ若松

■ ボートレース若松が地域に与える影響
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３ 地域貢献について

■ 地元企業との連携

■ 地域貢献のＰＲ方法

・小倉織の法被を
着た「かっぱくん」
（小倉縞縞）

・唐十杯
・シャボン玉石けん杯
・東龍軒カップ
・ビッグベアーズカップ など

・大英産業とのコラボによる
「出張こども大工」

地元企業の冠レースの開催 ファンサービス品等への活用 コラボイベントの開催

大規模イベントでのＰＲ 市営バスへのラッピング広告ＰＲ動画配信

・ボート型石けんの
ノベルティ
（シャボン玉石けん）
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